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第7回国際海藻学会議準備記

千原光雄*

プロローグ

1971年8月8日-12日第7回国際海藻学

会議本会議， 13日-17日会議後の関西にお

ける見学，観光，現地討議がそれぞれ無事

終了した。参加登録者362名〈圏内214名，

圏外148名)，登録同伴者35名(圏内13名，

圏外22名)，参加国籍数27カ国におよび.未

曽有の盛会であった。なお，今回の会議で

の講演発表者数は特別講演:4，一般講演119

計123で， 当初予想した数字90を遥かに上

回り，これまた未曽有の盛況であった。

第7回国際海藻学会議 Seventh Inter-

national S鎚 weedSymposiumの日本開催

については，日本が海藻類の利用の面で世

界第ーであること，他国では見られない海

藻の栽培，養殖が行なわれていることなど

の理由から，乙の会議の第2回会議頃から

希望が多かった由であり，さらに第5回会

議が1965年，カナダのハリファクスで聞か

れた時にもその要望がいよいよ高かったと

いわれる。事実，その翌年の1966年に東京

で聞かれた太平洋学術会議に参会した外国

人海藻学者逮の聞には，別れの握手の時に

健次は海藻学会議でまた日本で会おう"の言

葉を残した人達が実に多かった。そして，

1968年9月にスペインのサンチァゴ・デ・

コンポステラで開催された第6回会議の国

際諮問委員会(Advi鈎 ry白mmitteefor the 

International Seaweed Symposium)の席上

で，第7国会議は日本で開催するよう，と

の正式の申入れがあり，日本代表の土屋錆

彦委員は乙れを引受けたのであった。

1 96 8年

9月に日本からの参加者達がスペインよ

り帰国してから，とりあえず，この会議の

国際諮問委員会の日本代表である土屋靖彦

氏(東北大)と，同会議に出席した西沢一

俊民(東教大〉および在京の新崎盛敏氏(東

大〉と千原党雄等が集って，準備委員会の

前段階ともいうべき世話人会〈代表・西沢

一俊向を作り，今後の措置などについて

協議した。

急を要する大きなことがらの一つに，乙

の第7回国際海藻学会議を日本学術会議主

催で行なうことの申し入れの手続きがあっ

た。国際学術会議と銘打って日本で開催さ

れる会議の数は毎年20から30，ときにはそ

れ以上もあるが，日本の園貨の補助による
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ものは年に僅か2っか3つ程度である。当

然のζとながら，申請の過程において激烈

な競争があり，きびしい審査がある。国際

会議を全くの浄財と参加費によって行なう

ことも不可能ではないが，国費による開催

費の一部補助，学術会議事務局による事務

上の手続きのスムースさ，募金の免税，会

議のオーソライズ，外国人参加者の入国の

便宜などを考慮するとき，第7回国際海藻

学会議は学術会議主催で開催するのがもっ

とも理想的であり，このことは関係者全員

の一致した意見でもあった。ところで，国

際学術会議を学術会議主催で開催の提案を

しようとするときは，手順としておよそ次

の作業を進める必要がある。

(1)関係学会，機関等の協力→(2)学術会議

の当該研究連絡委員会に資料提出，承認→

(3)学術会議の関係部会の承認→(4)学術会議

運営審議会の承認→(5)学術会議の総会にお

ける可決等々である。

海漢学会議の内容や性格から考えて，学

術会議の運営審議会へは第4部(理学〉と

第6部(農学)からの共同提案とするのが

よいととになり，このことから，学術会議

の第4部の議員の原寛先生と第6部の檎山

義夫先生に多大のど努力とご配慮をいただ

くととになった。原先生はその翌年芦間譲

二先生と交替されたが，檎山先生は海藻学

会議が終るまでいろいろとと努力をして下

さった。国際学術連合会議 ICSU(Inter-

national Counci¥ of Scientific Unions)に

加盟していないことから，一時，海護学会

議の日本学術会議主催は難かしいのではな

いかとの噂も流れたが.それが単なる噂だ

けに終った過程には，檎山義夫先生はじめ

関係された学術会議議員の先生方のたいへ

んなど努力があったのである。

さて，学術会議の総会の回数と時期およ

び大蔵省への予算案要求の提出期などを考

慮すると，上述の手続きは年内の早い時点

で進めねばならない乙とがわかり，まず，

9-10月中に(1)の関係学会等の協力書を得

る必要が起ってきた。早速，世話人会で協

議し，また学術会議の関係者の方遠のサジ

x"Jジョンをいただき，結局，日本水産学

会，日本植物学会，日本植物生理学会，日

本藻類学会の4学会に共催方をお願いする

ことになった。承諾書をいただくにあたっ

て，当時それぞれの学会の会長あるいは評

議員であられた大島泰雄，三輪知雄，高宮

篤，時田郷，林孝三，広瀬弘幸の諸先生に

は多大のご高配をいただいた。

その後，手順を踏んで，趣意書と共催の

承諾書を付した提案書をそれぞれ植物学研

究逮絡委員会と水産学関係の委員会に提出

して審議をうけた。この際の審議に際して

は，植物学関係では猪野俊平先生，水産学

関係では槍山義夫先生がと努力下さった。

提案警は承認され，各委員会の委員長を通

じて第4部と第6部の部会で審議していた

だく運ぴとなり，さらに第4部長および第

6部長を経て運営審議会に提出され， 1969 

年5月に審議をうけることとなった。

1 9 6 9年

年明けとともに，開催地，開催時期，会

議の内容，運営の予算など，至急検討して

決めなければならないことがらがたくさん

でてきた。まず準備委員会を設立する必要

がある。上記の在京世話人3人は学術会議

の関係担当者と連絡を保ちながら再三集り
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をもってきたが，丁度4月初めに東京で聞

かれる日本水産学会年会と日本藻類学会懇

親会を機に，準備委員会の結成の準備にと

りかかり，広く海藻の研究者および関係分

野の方遥に連絡して，準備委員会の委員に

なっていただくことを依頼した。会議は予

定通り4月1日に国立軍司学博物館で関かれと

こに第7回国際海漢学会議準備委員会が発

足した。当日出席をお願いした方は次の通

りである。九州地区・田中岡U，右田清治;中

園地区・猪野俊平，小島良夫，藤山虎也;

関西地区・荒木長次，今堀宏三.広瀬弘幸;

中部地区・瀬木紀男;関東地区・新崎盛敏

岩本康三，片田実，須藤俊造，西沢一俊，

三輪知雄，千原光雄;東北地区・金田尚志

竹本常松，土屋鋪彦;北海道地区・近江彦

栄，黒木宗尚，斎藤恒行，時国部，中村義

輝，長谷川由雄，正置富太郎，山田幸男;

水産庁・松下友成;文部省・渋谷敬三，宮

山平八郎，学術会議事務局担当官.

乙の会議で，準備委員会の委員長に土屋

靖彦氏，幹事に新崎盛敏氏，中村義輝氏，

西沢一俊氏，広瀬弘幸氏および千原光雄を

決め，事務局は一応国立糾学博物館に置く

乙と，そして当面の責任者は千原をあてる

ことなどが決った。

1969年5月に関かれた学術会議の第350

回運営審議会で，さきに申請してあった第

7回国際海諜学会議の学術会議主催が正式

に了君主された。これによって，会議の日本

開催の条件が整えられたわけである。早速

6月17日に第2回準備委員会を開き，開催

地を札幌にすること，会期を1971年8月8

日-12日とするζと，正式の会議名を第7

回国際海藻学会議とすること，会議後の現

地討論会，採集会およびエクスカーション

を関西地方で聞くことなどを決め，さらに

案内文を内外国の関係ある雑誌に掲載方を

依頼することおよび概算経費の明細などを

決めた。予算経費の明細はその後学術会議

事務局と再々検討して，大蔵省への予算要

求の中に入れた。なお，乙の会議で，当初

会場に考えていた北海道大学の使用が諸般

の事情で無理であることがわかり，会場予

定場所を机幌市内のパークホテルにせざる

を得ないこととなり，このことは，以来，

多額の会場費の捻出という点で委員一同の

頭を悩ますこととなった。

7月から9月にかけて会議開催の案内文

の掲載を内外国の関係雑誌約10誌に依頼し

た。この頃開催地の北海道では地区委員長

に中村義輝氏を選出し，関係者が再々会合

した。また会議後の舞台となる関西および

隣接の地区では委員長に広瀬弘幸氏を決め

これまた再々会合を開き，ともに怠りなく

受入れ準備に努力していた。

いよいよ12月となり，恒例の各省の予算

折衝が行なわれる時期となった。予算につ

いての一切は学術会議の関係者の方達にお

任かせしてあったが， 12月から 1月にかけ

て，幸い大蔵省の了承を得るところとなり

ついで，翌年3月27日の閣議において，第

7回国際海藻学会議を学術会議主催でわが

国で開催することの了解を得ることとなっ

た。

この頃，準備委員会は経費の点で苦労を

していたが，学術会議のはからいで， 12月

22日同会議内の国際会議運営基金より30万

円の借入をした。借入は翌年7月にも行な

われ (70万円)，借入金の合計は100万円で
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ある。

1 970年

昨年末から年姶にかげての予算折衝で，

大蔵省の了承が得られたとの朗報が学術会

議事務局より準備事務局に伝えられた。

1月20日，第3回準備委員会，本会議開

催日までのタイムスケジ'"~/レの大略を協

議し，さらに会議の用語は英語が望ましい

乙と，第1次サーキュラーを5月頃送付す

ること，送り先のリストを作るとと，借入

金の使途予定明細および募金額の大略の原

案を作ることなどを決めた。また参加者の

宿泊，講演形式，学術展示などについても

活発な意見の交換を行なった。乙の頃から

第1次サーキュラー発送の5月頃まで，各

分担者から送られてくるメイリングリスト

のカード作りや整理などの作業で国立税学

博物館内の準備事務局は秘書(小岩井Jレリ

さん，後に前田みづほさんと交替)やアル

バイトの人達で忙がしかった。でき上った

内外国の関係分野の人々のメイリングリス

トのカードは4000以上 (30数カ国余〉にお

よんだが，最終的には各委員や関係者に見

ていただき約2000にしぼった。

3月zl日閣議了解

4月20日 日本学術会議総会において，

土屋靖彦委員長が第7回国際海潔学会謝E

織委員会の内容その他について説明し，学

術会議内に同会謝巨織委員会を設置すると

とが議決された。

5月21日，いよいよ第7回国際海藻学会議

組織委員会の発足の日である。この日，学

術会談会長江主不二夫氏の司会で会は始

められ，運営要綱にのっとって役員として

組織委員会委員長に土屋摘彦氏，総務幹事

に西沢一俊氏，財務幹事に新崎盛敏氏，北

海道地区幹事に中村義輝氏，庶君事幹事に千

原先雄を決め，さらに会議後に現地討論会

や見学などの行なわれる関西地区の担当責

任者として広瀬弘幸氏を選出した。そして

上記6名の幹事に学術会議事務局国際調査

課長を加えた7名からなる実行委員会が構

成された。このほかの主な決定事項として

募金計画を委員長に一任すること，日本交

通公社を乙の会議の正式な TravelAgent 

にする乙と，プロシーデイングスの発行な

どは実行委員会等を通じて審議する乙とな

どがあった。なお当日決まった組織委員会

の機構図は第1表の通りである。

第1表

組実

雲行
雲十委一

委総員

蚕務会

幹

事

一庶務委員会

一北海道地区委員会

宿舎

接待

会場

講演

採集

展示

ヒ対グラム委員会

出版委員会

一財務委員会

一関西地区委員会

組織委員会の機構についてはすでに，準

備委員会の段階でもずいぶん審議され，ま

た従来圏内で開催された国際会議の資料な

どを集めていろいろと検討を行ない，原案

はできていたものの，実際には委員等の旅

費補助額などの関係から，かなり大幅な変

更を余儀なくされた。なお，組織委員会委

員は次の諸氏である。
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新崎盛敏，芦田譲二，千原先雄，広瀬弘

幸，槍山義夫，猪野俊平，伊藤広一，岩本

康三，金田尚志，小島良夫，黒木宗尚，正

直富太郎，松下友成，中村義輝，西沢一俊

荻野珍吉，近江彦栄，斎藤恒行，瀬木組男

関声嘉明，須藤俊造，竹本常松，土屋靖彦

〈学術会議事:5局関係の伊藤広一氏・関戸

嘉朗氏は後に開通彰氏・高富味津雄氏とそ

れぞれ交替〉。

乙の日，第1次サーキュヲーができ上り

組織委員会事お局の庶務担当が中心となり

2，000部を内外の関係者に送付した。 乙の

とき，予め英文で印刷したPre-registration

用のハガキを同封し，参加の予備調査を行

なった。乙の結果第2次サーキュラーので

きる頃の9月29日の時点で，回収したハガ

キの数は計373名(日本人 151名，外国人

226名)であった。 これは，会議の出席者

実都62とほぼ似た数字である。

6月18日 第1回実行委員会。本会議で

の招待講演，外国人への招待状.第2次サ戸

キュラーの原案，プロシーディングス出版

費の概算および募金計画の概要などを審議

した。このほか，国際会議へ出席の文部教

官への国費からの旅費補助に関係して会議

出席予定の文部教官のリストを作成した。

さらに北海道地区と関西地区の今後の方針

などについても協議した。

8月3日 第2図実行委員会。新装成っ

た六本木の学術会議での初の会議であっ

た。乙の日，会議の経費，プロシーディン

グス発行の経費，室蘭エクスカ~$/ョンの

経費などの概算を算出検討して，本会議参

加費を30ドル(10，800円)，室蘭エクスカ-

yョン参加費は別に5ドル(1，800円〉と決

定した。 ζのほか，一般講演，宿泊 vデ

ィスプログラム， νセプジョン，関西エク

スカ{シ翠ンなどについて意見の交換があ

った。

本会議をあと 1年後に控え，開催地の施

海道地区はいよいよ諸般の事項の実行段階

に入るとのことで，専門委員発令の依頼が

本部にあり，次の諸氏を依頼した。(8月10

日〉。 庶務・舘脇正和，宿泊・吉田忠生，

財務・簸熊，展示・阪弁与志雄，会場・舟

橋説往， νディスプログラム・安藤芳明。

9月29日第3問実行委員会，主に第2次

サーキュラーの原案内容の審議と検討を行

ない， 10，月中に発行予定とした。とのサー

キュラーは英文15頁からなり，原案を庶務

幹事がっくり，上述の審議と検討を経たあ

と，英文についてはアメリカの専門家の校

聞を得たものである。会議への参加申込，

講演申込，エクスカ~$/ョン申込フォーム

なども同時に作成された。とれらは，実際

には印刷所の都合などもあって11月9日に

納入された。部数は，さきの Pre-registra-

tionの数などから考えて1，000部としたが

後に希望する者が多く現れ，結果的には，

第1次サーキュヲーの場合と同じように，

ゼロックスによるサ{キュヲーのコピイー

を多数作らねばならない磁目となった。

なお，この自の委員会では，広瀬幹事の

提出した資料をもとに関西地方のエクスカ

ージョンについて検討を行ない，申込先を

名鉄観先KKとするとと，参加費を80ドル

(28，8∞円〉とする乙となどを決めた。

乙の頃，もっとも委員遠の頭を悩ませて

いた乙とは募金についての問題であった。

すでに募金委員長の大役は新崎財務幹事が
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引受けて下さり，募金準備委員会をつくり

関東在住のこの分野に関係のある次の諸氏

に専門委員になっていただき，数次に宣っ

て会合をもち，また，さきの太平洋学術会

議の日本開催に際して募金の中心となって

活躍された桧山義夫先生などにいろいろ募

金についてお話を伺ったりした。しかし，

いざ実行段階となると，その前にやるべき

ζとがたくさんあった。なお，専門委員は

秋山博一(全漁連)，大房剛(山本海苔研)，

岡崎彰夫(東海大)，徳田広(東大)，星合

和夫(協和醗酵)および組織委員である岩

本康三，須藤俊造の諸氏および千原先雄で

ある。募金活動は単に事務上の手続きや処

理だけですむものではない。今回の海藻学

会議のような場合は，全国的な組織網，立

体的な募金体制，といったものの確立が必

要となる。そζで，準備委員会としては，

まず募金関係の基礎資料の蒐集と整理およ

び調整などの作業を進めた。新崎委員長は

じめ専門委員の方達は蒐集した大部の資料

をもとに詳細な計画をつくることに努力し

た。また募金の後援会を設立するために，

海藻学会議に広く関心と理解をもたれる各

界の方達に会員になっていただくお願いな

どもこの時期に進められた。このほかに，

募金受入先を日本水産学会へお願いするこ

との交渉と手続き，募金免税措置の大蔵省

と東京都への申請，募金趣意書の作成およ

び封筒，申込用紙などの印刷の作業が進め

られた。募金趣意書や申込用紙などは12月

にできたので，年明けとともに各種関係機

関，協会，団体などに送付した。

1月23日に募金委員会の設立と第1回会

議をかねた会合が東京大学でもたれた。募

金委員会委員には次の諸氏が依頼された。

秋山博ー，猪野俊平，今堀宏三，岩本康

三，尾形英二，川田三郎，斎藤恒行，須藤

俊造，瀬木紀男，田中剛，竹本常松，土

屋靖彦，中村義輝，平瀬進，広瀬弘幸，

藤山虎也，松本文夫，右凹清治，岡崎彰

夫(幹事)，徳田広(幹事)。

その後 3月8日付で，さきに申請して

あった寄付金指定の通知が大蔵省主税局長

よりあり，昭和46年2月21日から同年8月

7日までの期間に計909万円の範囲で免税

措置による募金ができることとなった。

1 9 7 1年

3月20日第4回実行委員会，昨年末に大

蔵省より査定のあった，i毎溌学会議への補

助額 6，403千円(ほかに文部教官の会議出

席旅費目当の補助額 3，900千円)にもとづ

いた実行予算案の作成を行なった。さらに

北海道地区委員会でつくった資料(舘脇正

和専門委員説明)をもとに会場使用計画を

作成した。後に音響効果の関係から展示室

と講演室の一つを交替した点を除き，会場

使用はこのとき作成した計画案通りに実行

された。

4月13日第5問実行委員会，会議への参

加申込みの締切日は3月31日となっていた

が，とくに，外国の関係学者遠から「研究

費予算の承認の時期が遅れているので締切

日を延長して欲しい」などの希望がかなり

あり，実行委員会ではいろいろ検討した結

果，参加申込は5月一杯，講演申込は4月

一杯まで受付ける措置をとった。 4月12日

の時点での参加申込者数は229名(圏内148

国外81)であった。この日の委員会では，

特別講演者の候補者と題目，名誉会員の処
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過，展示の内容と方法などについての協議

も行なわれた。またプログラム委員会は西

沢委員長のほかに委員として岩本康三氏と

千原光雄を決めた。また会議当日の資料カ

バンは新崎幹事が具体案を考えることに決

まった。

5月21日。第2回組織委員会が会場の検

分をかねて札幌パークホテルで開催され

た。乙ζで，これまで実行委員会で決めた

事項の承認をうけた。特別講演者について

は，一般講演申込みの外人の中から選ぶこ

とを原則とし，国籍，専門分野，業績，過

去における海藻学会議での特別講演の有無

などを考慮して検討した結果，次の4氏に

お願いすることが決定した。 Prof.R. C. 

Starr Cアメリカ)， Prof. R. Biebl Cオース

トリア)， Dr. A. ]ensen Cノーノレウェイ)， 

Prof. W. Yaphe Cカナダヲ。

5月-6月はプログラム委員会にとっ

て，恐ろしく忙がしい時期であった。 6月

上旬に発行予定の第3次サーキュラーに会

議進行のタイムスケジュー/レとプログラム

の大要を盛り込ひことが決まっていたので

委員会はその線に沿っての作業を進める必

要があった。原則として，会場や日程の許

すかぎり申込講演の取捨選択は行なわない

方針をとり，また，内容は，申込講演や会

場の部屋数，日程などを考慮して， (J)分

類と分布， CH)生態とその応用， C 1H)生理

と培養， CW)化学，生化学とその応用の4

つのセクションに大別した。委員会が忙が

しかったことの原因は主として別の点にあ

った。一つは4月末の締切日を過ぎてから

も，講演の申込がかなりあった ζとであ

る。締切日の過ぎていることは知っている

が何とか配慮をして欲しいとか，研究費予

算の承認の逮延のために参加出来るかどう

かが今の今までわからなかったので，など

の手紙が添えられている。それと，講演申

込はアブストラクトを添えて参加費ともど

も送るように，と第2次サーキュラーに明

記してあるのに，講演申込とアプストラク

トだけがきて，参加費の届かないものもあ

った。各国の研究費予算の申請，京認など

の内情についての情報がだんだん蓄積され

るにおよんで無下に却下するわけにも行か

ず，結局プログラム委員会としては，事情

の許すかぎりのぎりぎりまで申込講演の採

択に努力する乙とにした。このため，たと

えば，参加費未納の申込者，アプストラク

トの届かない申込者などと委員会との閤に

数多くの手紙のやりとりが行なわれた。西

沢プロクーラム委員長の部屋では2台のタイ

プの音で娠かな日が多く続いた。忙がしさ

の他の一つの原因はアブストヲクト集の作

成にあった。サーキュラ{に原稿作成の規

定を明記したのにかかわらず，送られてき

たものの中には規定を無視したような原稿

が多かった。やむなし原稿に朱で加筆あ

るいは変更指定などをした後に，タイピス

トに清書してもらうなど，余分な作業に手

聞がずいぶんかかった。

6月4日。第6回実行委員会，本会議会

場の設営と運営，レセプジョンの内容，講

演座長の選出の規準および第3次サーキュ

ヲーの内容などの協議と決定をした後に募

金についての経過報告と検討が行なわれ

た。乙の頃の募金額ののぴは悪く，予想額

を大巾に下廻っていた。このため，実行委

員も含めて今後の募金に一層努力すること
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とし，また予定額に達しない万ーの場合を

考えて，総額が当初案の約%程度の第二の

実行予算案の協議と検討も行なわねばなら

なかった。

なお，乙の日は会議期間中のフィルムシ

ョウとして上映予定の uあさくさのり"の

試写見学も行ない，本会議中の夜に叶じ海

道の自然"との2本の上映を決めた。

6月24日。臨時期7委員会を東京教育大

学で開催した。主な報告と議題はプログラ

ム，展示，会場運営(使用室の明細表，人

事表，使用調度表の作成)など，細かい具

体的なととが多く，会議近しを思わせた。

6月30日。主としてフ.ログラム作成の関

係で発行の遅れていた第3次サーキュヲー

ができ上った。乙のサ【キュヲーは英文17

頁(付2図〉からなり会議当日の諸行事の

時間，場所，講演者名と順序，会場案内な

どを盛ったもので，第2次サーキュラーの

場合とほぼ同じ手順で作成された。早速，

参加申込者その他の希望者に発送された。

7月13日。第7回実行委員会，講演題目

やアプストラクトおよび参加者名などを印

刷した uアプストヲクト集"ができあがり

この日披露された。 i-xii+136pp.+3Qpp. 

におよぶかなりの厚さのものである。乙の

日の委員会では，主に~t海道地区委員会と

学術会議事務局とが相談して作成した会議

場の設営と運営の資料にもとづいて，登録

場所，登録受付の手順，アルバイトの手配

プロシーデングス用原稿の受付，会場と宿

舎ホテル問のパス運行の手配，昼食，弁当

の調達，報道関係者の扱い，電話の取りつ

け講演会場内の机の配置等等，くわしい検

討が行なわれた。

8月4目。さきに6月4日に検討した改

訂第二実行予算案を作成することと，事務

上の最後のつめを行なうために，臨時実行

委員会を開いた。との日，さる7月28日付

で報道された新開記事に，海藻学会議につ

いて誤解を招くような表現の個所のあるこ

とが指摘され，今後，報道については，報

道委員会(委員長西沢総務幹事〉をつくり

一切を問委員会を通して行なうことを決め

た。

8月5日から6日にかけて外国からの参

加者が羽田に続々と到着。 6日朝にはヨー

ロvパからのクツレーフ。フライトの到着，同

日夕にはドン・ EM旅行社のアνンジによ

るアメリカ・カナダ勢の大量到着などがあ

り，会議の前震気はいやが上にもあがっ

た。

8月7日第3図組織委員会

8月8日登録日，午前10時登録開始。

午後1時30分より開会式，続いて特別講演

2題。午後6時より 8時まで学術会議会長

の招待によるレセプジョン。

8月9日 室蘭エクスカージョン。

8月10日一般講演，午後3時45分より

特別講演，続いて午後5時より国際藻類学

会総会，夜はフィルムショウ。

8月11日一般講演，午後7時より北海

道知事の招待によるνセプYョン(札幌グ
ランドホテノレ)。

8月12日一般講演，午後2時より特別

講演，続いて閉会式。

8月13日-17日 関西エクスカージョン

エピローグ

国際海漢学会議の国際諮問委員会は本会

議中，最初の日と最終日に会識を聞き，次
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回1974年の第8回会議の開催を英国に申入

れた。代表委員Dr.W. A. P. B1ackはス

コットランドのエジン/'ラかウエーノレスの

パンゴーで開催することを約してこれを受

入れた。会議の内容については，既に本誌

(19巻，2号・)l'こ本会会長の広瀬弘幸先生が蓄

かれており，そのほかにも幾つか報告がで

ることと恩われるのでこ乙では省略する。*

会議の収支決算はまだ完了していないが

総計はおよそ17，500千円であった。

心配された募金も，その後募金委員長を

初め募金委員やその他の関係各位の努力で

ほぼ予定額近くまで達した。お蔭で経費を

心配しないで会議を進める乙とができ，ま

た 7-800頁にもおよびそうな大冊のプロ

シーデイングスの出版の見通しもはっきり

した。貴い浄財を寄付していただいた方逮

に心からのおネLを申上げたい。

1968年より 3年間，思えば長い年月であ

るが，あっという間に過ぎてしまった感じ

がする。会議が終って故国に帰った外国人

達から私に届いた手紙には，どれも，素晴

らしかった，大成功だったの讃辞が入って

いる。お世辞半分としても，これは予期以

上の成功を収めたと判断してよいであろう。

さきに本誌(19巻 2号)で，広瀬先生

も書いておられるように，この海藻学会議

を開催するに当つては，学術会議の関係議

員および事務局の方々，組織委員会，実行

委員会，募金委員会，北海道地区委員会お

よび関西地区委員会の方々などの献身的な

奉仕があった。心から感謝申上げるととも

に成功の喜びをともに分ち合いたいと思

う。

本たとえば，新崎盛敏 r第7回国際海藻学会議」に参加して.海洋税学3: 49-57(1971) 




